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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、〈二層〉をキーワードに、『源氏物語』の物語展開の論理や仕組みを、物語構造と人物造型に即して分析
















































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 論文だけでも年間 100 本を優に超える汗牛充棟の『源氏物語』研究の中で、その作品世界を読み解き、独自の作品
論を展開することは、独創的な構想力と、また膨大な研究史と対峙して、それらを読み解き咀嚼して、自らの論文構
成の中に位置づける、厳しい作業が必要である。申請者は、本論文に於いて、『源氏物語』の第三部世界に中心的素
材を取り、本来は父光源氏の影に隠れたネガティブな存在であった夕霧の意義に着目し、その形象の物語に於ける本
質的重要性を発見し、『源氏物語』に〈二層〉構造があることを読み解こうとする。その独自の論点は、硬直しがち
な『源氏物語』研究に活性化を促すものとして注目される。 
 申請者のキーワードは〈二層〉であり、〈逆説〉であり、〈不在〉であるが、その逆説的・反語的思考は、光源氏の
政治性を剔抉し、政治的であろうとしないことで逆にその政治性を強めるという仕組みを読み解く。「恋と栄華」を
相似的に表現しながら、実はネガティブな夕霧こそより政治的に強固な位置にある、と論じることでその〈二層〉性
を剔抉する申請者は、はからずも「罪の恋と栄華」のディレンマの中で危うい栄華を体現する光源氏の魅力を、夕霧
を照射することで明らかにしている、とも言えるのである。 
 一方で申請者の逆説的思考は、一種の裏読みであり、また「不在性」「逆説」「無」という否定的思考を基本とする
ために、無いものを論じて作品論に及ぼす、という危うさを内包することになる。また作品論理を追い求める余り、 
図式的解決に過ぎる部分が見られたり、「物語」という概念に過剰な性格付与をして、擬人的にその物語性を論じる
など、論述の中に恣意的な部分が含まれることもある。 
 このような瑕瑾はあるものの、通説の常識を疑い、新たな作品構造を解読しようとする申請者の姿勢は意欲的かつ
精力的であり、本論文のとりあつかった問題提起については、今後、学会に於いて活発な議論が行われるべきもので
あり、『源氏物語』再読の契機と可能性を孕んだものであると見なすことができる。また申請者には旺盛な筆力があ
り、今後の計画として『源氏物語』第一部さらに作品総体を視野に入れた研究論文や構想もすでに内包している。そ
うした今後の展開をも期待しつつ、本論文は博士（文学）の学位に相応しいものであると認定する。 
